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導電性高分子は有機エレクトロニクスの分野で応用が期待され、幅広い分野で研究が行わ

れている 1。Reynolds らは、良好な発色を示すエレクトロクロミックデバイスへの複素環化合

物の応用を報告している 2,3。ポリチオフェン（PT）は、硫黄を含むポリヘテロ芳香族化合物

である。PT は高い電気伝導性、ドーピング安定性、構造変化への適合性、良好な溶剤処理性

などの特徴を有する。液晶を反応場とした導電性高分子の合成は魅力的であり、2010 年には

超伝導マグネットにより発生した強磁場下で、高粘度のスメクティック A 相中でポリ（3,4-

ジオキシチオフェン）（PEDOT）を作成した。本研究では、強磁場下の NLC でポリ（2,2′-ビ

チオフェン）を合成し、磁場に対して配向したポリマー膜を得た。 
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Scheme. Polymerization of 2,2′-bithiophene (BT) in NLC electrolyte solution. NLC: nematic LC (a 

mixture of tetrabutylammonium perchlorate (TBAP), BT, and 4-cyano-4′-hexylbipheny (6CB)). 
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